
ＡＩ導入の背景
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人手不足の課題

✓人口の減少に伴い、当社管内の鉄道工事作業員は約２割減少見込み
✓今後も作業員が減少するなか、人材確保に向けた「働き方改革」が急務

鉄道を保守する作業員の減少

作業員の減少想定 当社の従業員数と離職率の推移

当社グループにおける人材獲得の課題

✓学生の志向変化によりインフラ・鉄道業界全体の人気が相対的に低下する中、
安定的な人材獲得が厳しい状況

出典：マイナビキャリアリサーチラボ

「マイナビ・日経 2027年卒大学生就職企業人気ランキング」より作成

出典：マイナビ・日経 2027年卒 大学生就職企業人気ランキング （文系総合・理系総合）

✓当社へのエントリー数もピークの2014年と比較して７割減
✓特に、持続的な事業運営のためには地方・技術系・女性の応募者の確保が急務
✓ また、新卒者を中心に転勤への忌避感など就労観の変化があり、広い事業エリアを
有することが逆風となっている

就労感の変化

【敬遠される会社】
転勤の多い会社

✓当社社員の年齢構成から2030年代初頭以降、鉄道事業に携わる社員が中期的
に減少する傾向が継続

✓技術開発タスクフォースにおいて鉄道事業に関わる生産性20％向上を目指す

要員需給を踏まえた生産性向上の検討

就労感の変化当社新卒採用のエントリー状況

【エントリー数の変化】
2014年度比３割まで減少

モビリティ領域の社員数
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JR東日本グループのAIポリシー
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基盤（人材・組織）

守り（安全・信頼） 攻め（価値創造）

01「ヒト」中心と人権の尊重
（Human-Centric &

Human Rights）

02「究極の安全」の追究と制御
（Safety & Controllability）

03 コンプライアンスと
セキュリティ

（Compliance & Security）

04 透明性と説明責任
（Transparency &
Accountability）

05 イノベーションへの挑戦と
業務スタイル変革

（Innovation & Evolution）

06 AIリテラシーの向上と人材育成
（Literacy & Education）

07 ガバナンスと環境変化への適応
（Governance & Adaptive）

■ ２０２６年4月、「JR東日本グループAIポリシー」を策定
■ AIの持つリスクを把握し、適切に対応するガバナンス体制のもと、AIがもたらす効果を最大限発揮していく
■ AIポリシーは、価値創造の「攻め」と安全・信頼の「守り」に加え、それを支える人材・組織の「基盤」で構成され、

  合計7つの要素で表現



事例紹介 ー線路メンテナンス用分析プラットフォーム Viz-Railー

■ 「線路設備モニタリング装置」を導入し、線路状態（軌道変位等）のデータを営業車にて高頻度で自動取得
■ 線路状態判断を自動分析で支援する「データプラットフォーム（Viz-Rail）」を開発・運用
■ 将来、AI等を活用して「工事計画調整」から「リソース（ヒト・モノ・カネ）の最適配分」に至る業務プロセス全体をデータ

と各種システムが一元的に実行する「データドリブン管理」の体制構築を推進

（1978年5月 東北本線 栗橋～古河駅間）

高温時のレール張り出し事象

②モニタリング
データを自動分析

③レールゆがみなど
予兆を見つけ出す

①営業車にて
軌道状態を
モニタリング
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事例紹介 ー線路内自律走行型ロボットー

■ 大雨や地震の発生時は、係員が線路沿線を徒歩などで巡回し路盤の崩壊や線路内への土砂流入など、列車の運行
に支障を及ぼす事象が発生していないか目視で確認

■ 上記の作業は、二次被害の恐れがあるほか、近年では熊の出没増加による係員の安全確保も課題
■ 事務所内などの線路から離れた箇所からの点検手法の確立に向けて研究開発を実施中

線路周辺の支障物の検知をAIが補助
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事例紹介 ー架線設備モニタリングほかー

■ 架線設備検査は、夜間で電力係員による目視による方法から、電気・軌道総合検測車（East-i）搭載のカメラや
 センサで取得した画像等のデータによる「架線設備モニタリング」を導入（左図参照）

■ 設備点数が多く検査に時間を要するハンガやコネクタなどの架線金具の判定にAIを導入

図1 架線設備モニタリング 図2 パンタグラフ損傷判定 5

■ パンタグラフ画像をリアルタイムにAIで解析することで、パンタグラフの故障を早期に発見するシステム試行中
■ 画像から、「物体検出AI」と「損傷検知AI」を活用することで、損傷パンタグラフを抽出（右図参照） 



事例紹介 ー生成AI指令長ー
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■ 鉄道輸送における信号通信設備の故障発生後の早期復旧を目的とするシステムに生成AIを導入
■ 設備故障の推定原因、対応方針、復旧見込時刻を表示し、指令員への判断支援
■ 新幹線と在来線にシステム導入し、復旧までの時間を従来比で最大50%削減を目指す

②解析
（マニュアル情報も踏まえた

生成ＡＩによる解析）

現地社員

③解析結果を表示
（推定原因・対応方針・復旧見込時刻）

④現地社員に指示（③の結果を基に指令員が指示）
指令員

通話

①作業経過を入力
（無線通話から、生成ＡＩ

が自動的に作成）

ああ

AI指令

更新日時 発生件名
2025/xx/xx  09:15          ○○駅○○信号機異常
2025/xx/xx  12:00 □□駅無線通信設備異常

件名リスト

発生日時
2025年xx月ｘｘ日 08時30分

件名
○○駅○○信号機異常

作業経緯
08:30 ○○信号機にて異常発生
08:35 係員に出動指示
09:00 係員が現地到着
09:10 係員が□□トランスのデータ測定

電圧 10ボルト、電流 1アンペア

作業経過

 
 
 
 
 
 

候補１
作業予測
09:30 ▲▲ケーブルの抵抗測定
0９：４５ ▲▲ケーブルのショートを発見

推定原因
▲▲ケーブルの絶縁不良

対応策
▲▲を予備回線に振替

復旧見込み
10:50

今後の対応

作業経過・過去事例・機器説明書・
マニュアルなどを解析し
・推定原因
・対応方針
・復旧見込時刻 を表示

無線での通話を解析し
作業経過を自動作成

 
データベース

過去事例、仕様書、マニュアルなど

-----
-----
-----

-----
-----
-----

-----
-----
-----

・推定原因
・対応方針
・復旧見込時間
など

無線通話を解析し、
作業経過を自動作成



事例紹介 ーみどりの窓口AI対応サービス（仮称）ー
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■ 生成AIを活用して乗車経路、希望列車・座席を承る実証実験（立川駅・大宮駅）を2026年7月に実施
■ 主な検証項目：「AIによる音声対話を通じた要望聞き取りの精度・実用性」、「駅環境（騒音、設置環境等）における

AI対話の安定性」、「お客さまの心理的抵抗感や利用しやすさを含む顧客体験の評価」など

立川駅は音声＋タッチ操作の併用型 大宮駅は音声操作完結型

※画像はAIにより生成

将来的なきっぷ購入チャネルイメージ

今回実施した実証実験の流れ



事例紹介 －どこトレダイヤルー
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本運用開始： 2025年7月～

対象路線：どこトレ対応の在来線58路線および秋田・山形新幹線、BRT区間 

■ 生成AIを用いて、スマートフォンアプリ操作に不慣れなお客さまでも、電話で列車の遅れや走行位置などの運行
情報を知ることができる電話自動音声アシスタント「どこトレダイヤル」のサービスを開始

■ ガイダンスに従い利用路線や駅名などを音声で伝えると、各路線の遅れや運転中止などの状況、各駅における列車
の発車時刻、遅れ、走行位置などを案内

■ 駅係員による案内やコールセンターのオペレータ対応を求めることなく、いつでも、どこでも運行情報を取得



事例紹介 ーJRE業務サポートAIー
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〇■ 複数の汎用言語モデルを活用し、社内文書やデータ等に基づき回答を生成するツールを内製開発・導入
■ オフィスワーカーをはじめとした生産性向上ツールのひとつとして、全職場に展開
■ 生成AI活用事例集の作成・展開やウェビナー、教育等により利活用を促進

ユーザ

質問

回答

検索

関連情報

検索＋生 成

生 成

アップロード＋生成

画像生成

JRE業務サポートAI（通称：Jサポ）

データソース

プリセット
文書

アップロード
ファイル

Web
情報

JR東日本
データカタログ

汎用言語
モデル

AIエージェント

・
・
・

各種社内文書 ほか

Jサポ



事例紹介 －ロボット関係－
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■ 鉄道設備の危険を伴うメンテナンス作業や工事、点検等を中心にロボット化、施工の機械化を推進
■ 新しい技術を素早く導入し、短いサイクルで試作改善を繰り返す手法を意識して開発

危険（墜落、感電、触車）作業 設備点検

搬送・物流線路内点検車両メンテ作業
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